
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党久喜市議団  №225 

 

連 絡 先           2024年 1月７日号 

杉野 修  58－9010  渡辺昌代 21－9058 

石田利春 52－7260  「日本共産党久喜市議団ブログ」 

【議員団控室（市役所５F）の  

住所・久喜市下早見８５－３】 

 

市議団ﾌﾞﾛｸﾞ
ぜひ訪問を 

１
万
１
３
５
筆
の
こ
え
議
会
を
動
か
す
！ 

11月 
会議 

11月議会・物価高騰に市民支援予算 

追加補正予算が出され、全会一致で可決！ 
11月議会に追加で補正予算が出されました。 

中身はその１・人事院勧告に基づく国家公務員の給与

改定に準じる一般職職員の給与改定。その２・物価高

騰に対する国からの交付金を活用した支援です。 

主な内容は次の通りです。 

① 物価高騰対応低所得者世帯給付金・・・令和 5

年度住民税非課税世帯に 1 世帯 7 万円給付。支給

日は来年、2024年 2月上旬頃予定。(約 10.4億円) 

② キャッシュレス決済ポイント還元・・・市内対

象店舗でｐａｙｐａｙアプリ利用して決済した方

に決済額の 20％のポイント付与。 

期間は令和 6年 2月 1日から 2月 14日まで、
１回 1000ポイント、最大 3000ポイント。 

③ 学校給食費補助・・・市内小中学校に通う児童生

徒（アレルギー等により喫食できない生徒は相当

分）令和 6 年 1月から 3ヶ月分の給食費無償。 

④ 私立保育園幼稚園等補助・・・3ヶ月分の給食費

等の物価高騰影響額補助。 

⑤ 地域活動支援センター・偕楽荘支援・・・3 ヶ月

分の食材費高騰影響額補助。 

⑥ 市内貸し切りバス事業者補助・・・事業継続を支

援（バス車両台数×補助単価・大型 94960 円等） 

 

 

◆
連
日
、
数
百
名
の
パ

レ
ス
チ
ナ
人
が
イ
ス
ラ

エ
ル
に
よ
る
空
爆
で
命

を
落
と
し
て
い
ま
す
。 

◆
そ
の
７
割
が
こ
ど
も

と
女
性
で
す
。
歴
史
的

な
背
景
や
、
理
由
は
あ

る
と
し
て
も
、
ま
ず
は

双
方
が
武
器
を
置
い

て
、
和
平
に
向
け
交
渉

を
行
う
べ
き
、
日
本
政

府
は
そ
の
た
め
に
力

を
、
と
す
る
意
見
書
で

す
。
全
員
賛
成
な
の
で
、 

こ
れ
か
ら
共
同
し
て
何

か
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ

す
こ
と
も
必
要
で
す
！ 

   

 

 
岸
田
政
権
の
支
持
率
が
１
０
％
台
へ
と

急
落
を
し
て
い
ま
す
。 

ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
、
大
企
業
優
遇

政
治
を
転
換
す
る
年
に
し
ま
し
よ
う
。 

「
大
砲
よ
り
福
祉
・
く
ら
し
を
」 

の
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
！  

 
 

 
 

 

日
本
共
産
党
久
喜
市
議
団 

物
価
高
騰
が
暮
ら
し
を
襲
っ
て
い
ま
す
。
実

質
賃
金
や
年
金
も
物
価
高
に
追
い
つ
か
ず
、
地

球
灼
熱
化
に
よ
る
気
候
変
動
を
実
感
す
る
日
々

で
す
。
米
の
収
穫
は
品
質
・
収
量
も
激
減
し
て
い

ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
自
然
に
起
き
て
い
る

も
の
で
は
な
く
「
政
治
の
あ
り
方
」
に
よ
る
も
の

で
す
。 

 

日
々
、
働
い
て
生
ま
れ
た
「
新
し
い
富
」
を
政

治
の
力
で
「
適
正
に
分
配
」
す
れ
ば
、
だ
れ
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
ま
す
。
議
会
や
地
域
で
共
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

 

新
年
お
め
で
と
う 

ご
ざ
い
ま
す 

 
 

 
 

 
 
 
 

辰
年 

 

正
月 

共産党久喜市議団提出の 

「イスラム組織ハマスとイスラ

エル双方が武器を置き、速や

かに休戦するための外交努力

を行うよう求める意見書」 

 が、全会派一致で可決 

 しました！ 画期的です！ 

◆２つのコミ協から「鷲宮東コミュ

ニティセンターさくらは売却せず、

存続を」の請願が出されていました。 

 総務委員会で「久喜みらいの会」か

ら「趣旨採択で」の動議が出され、可

決していました。（共産党不在の委員会） 

◆共産党議員団だけが 22 日の本会

議で原案の請願に賛成討論しました

が、残された案は「趣旨採択」のみに

なったことから賛成したものです。 

◆今後、ヤオコー２階のコミセンと

今の東コミセンとが「併設利用」され

る見通しです。多くの方の利用で、ど

ちらも必要な施設、にしましょう！ 

  

 

 

 

 

 

 

◆
委
員
会
で
は
請
願
に
賛
成

の
議
員
が
多
数
を
占
め
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の

際
、
「
久
喜
み
ら
い
の
会
」
と

「
公
明
党
久
喜
市
議
団
」
は
、

「
趣
旨
採
択
」の
動
議
を
出
し

て
お
き
な
が
ら
、
本
会
議
で

は
、
さ
ら
に
後
退
し
た
「
請
願

採
択
に
反
対
」の
態
度
を
と
り

ま
し
た
。
不
可
解
で
す
。 

◆
「
趣
旨
採
択
」
は
、
請
願
の

一
部
に
つ
い
て
、
実
現
に
疑
義

が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
他
は

「
採
択
に
賛
成
で
き
る
趣
旨
」 

だ
と
す
る
も
の
で
す
。 

 

い
っ
た
い
、真
意
は
ど
こ
に

あ
る
の
か
疑
問
で
す
。 

 

１
「
他
市
と
不
公
平
に
な
る
」 

 

と
言
う
が
、
久
喜
市
が
第
３
子
を

無
償
に
し
て
い
る
こ
と
も
不
公

平
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

久
喜
市
民
の
た
め
に
進
め
る
も

の
で
不
公
平
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

２
「
無
償
化
す
る
財
源
が
な
い
」

と
言
う
が
、
財
源
は
作
る
も
の
。 

実
現
し
た
坂
戸
市
で
は
「
財
政

調
整
基
金
と
、
あ
と
は
財
政
部
先

頭
に
市
役
所
全
庁
が
毎
日
財
源

ね
ん
出
の
た
め
に
会
議
を
重
ね

ま
し
た
。
」
と
。
こ
れ
し
か
な
い
。 

３
「
国
の
や
る
こ
と
を
見
守
る
」 

と
言
う
が
、
確
か
に
国
は
「
異
次

元
の
少
子
化
対
策
・
給
食
無
償

化
」
を
掲
げ
ま
す
が
、
１
年
間
は

実
態
調
査
を
す
る
の
み
で
実
施

の
目
処
は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

「
い
つ
の
こ
と
か
わ
か
ら
な
い

岸
田
政
権
の
計
画
」
に
お
任
せ
で

良
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

爆撃の続く 

ガザの市内 

教
育
環
境
の
委
員
会
で

は
採
択
さ
れ
る
も
、
本

会
議
で
多
数
会
派
の

「
数
の
力
」
で
市
民
の

願
い
が
踏
み
つ
け
に
！ 

東コミセンさくら 
を残せ！売却するな！ 

反
対
の
主
な
理
由 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

けん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

渡
辺
ま
さ
よ 

 

液状化後も、安心して住み続けたい・南栗橋

ウ 

 

 

渡
辺
ま
さ
よ 

 

久
喜
市
所
久
喜
７
０
５―

３ 

 

石
田
と
し
は
る 

 

久
喜
市
栗
橋
東
５―

７-

21 

 

杉
野
お
さ
む 

 

久
喜
市
桜
田
３
丁
目
７
・
１
・
５
０
４ 

 
さ
く
ら
通
り
の
保
全
を 

し
っ
か
り
と
進
め
る
べ
き 

問 

桜
の
木
が
老
木
に
な
っ
て
い

る
。
伐
採
後
に
植
樹
を
す
べ
き
。 

答 

伐
採
し
た
区
間
は
新
た
な
植

樹
の
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。 

問 

桜
の
木
の
周
り
の
雑
草
が
背

の
高
さ
ま
で
あ
る
。
除
草
を
。 

答 

令
和
５
年
度
中
に
実
施
す
る 

問 

桜
の
花
・
葉
が
落
ち
た
あ
と

が
吹
き
だ
ま
り
で
相
当
溜
ま
っ

て
い
る
。
毎
年
の
清
掃
を
す
べ
き 

答 

道
路
脇
の
落
ち
葉
も
収
集
マ

ス
の
清
掃
と
併
せ
行
う
。 

問 

備
前
前
堀
川
の
除
草
の
時
に

一
緒
に
曼
珠
沙
華
の
花
ま
で
刈

り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
来
年
は
こ

う
な
ら
な
い
よ
う
に
改
善
を
。 

答 

県
に
来
年
度
は
開
花
時
期
を

考
慮
す
る
よ
う
お
願
い
し
た
。 

問 

清
久
工
業
団
地
周
辺
地
域
に

あ
る
遊
歩
道
の
掘
り
の
雑
草
が

ひ
ど
く
、
や
っ
と
最
近
除
草
さ
れ

た
が
、
計
画
的
に
す
べ
き
で
は 

答 

９
月
中
に
実
施
で
き
る
よ
う

に
検
討
す
る
。 

北
中
曽
根
・
上
清
久
地
域
の 

側
溝
に
蓋
か
け
を 

問 

北
中
曽
根
・
上
清
久
地
域
の

側
溝
の
蓋
か
け
を
望
む
声
を
か

な
り
聞
く
。
久
喜
市
全
体
の
蓋
か

け
の
要
望
は
ど
の
位
あ
り
、
完
了

し
て
い
る
の
か
。 

   

答 

緊
急
性
・
必
要
性
が
あ
る
と

こ
ろ
を
実
施
し
て
い
る
。
令
和

４
年
度
要
望
１７
件
、
完
了
４

件
、
実
施
途
中
６
件
、
難
し
い

所
７
件
。 

問 

難
し
い
と
判
断
し
た
所
は

や
ら
な
い
の
か
。
地
元
で
要
求

す
る
と
き
は
毎
年
要
望
が
必
要

な
の
か
。 

答 
市
の
方
で
判
断
し
、
難
し
い

と
き
は
区
長
に
伝
え
て
い
る
。

毎
年
の
要
望
が
必
要
に
な
る
。 

久
喜
駅
西
口
再
開
発 

の
進
捗
は 

問 

協
議
会
が
立
ち
上
が
っ
た

が
、
協
議
の
内
容
は
。 

答 

基
本
計
画
に
よ
り
具
体
的

内
容
の
検
討
を
行
う
。
規
約
、

役
員
選
出
、
ま
ち
づ
く
り
の
手

法
を
議
題
と
し
意
見
交
換
を
し

た 

問 

具
体
的
な
協
議
会
の
進
め

方
は
。 

答 

約
２
㌶
の
区
域
に
12
台
程

度
が
停
留
で
き
る
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
を
含
め
た
土
地
利
用
構

想
、
整
備
手
法
、
事
業
期
間
な

ど
基
本
計
画
案
を
作
る
。 

問 

委
託
企
業
が
進
め
る
手
法

で
な
く
説
明
会
、
ア
ン
ケ
ー
ト
、

意
見
交
換
を
し
な
が
ら
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
が
。 

答 

権
利
者
へ
の
説
明
会
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
、
新
た
な

人
の
流
れ
、
賑
わ
い
を
創
設
し

た
い
。 

 

栗
橋
市
民
プ
ラ
ザ
に
設
置 

予
定
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

セ
ン
タ
ー
機
能
は
存
続
を 

問 

市
は
、
防
災
公
園
に
建
設
す
る

「
防
災
公
園
管
理
棟
」
に
、
会
議

室
を
設
置
す
る
の
で
、
今
後
新
築

す
る
「
栗
橋
市
民
プ
ラ
ザ
内
」
の

「
コ
ミ
セ
ン
、
貸
館
機
能
」
の
設

置
は
中
止
す
る
と
し
た
。
変
更

に
伴
い
市
民
の
意
見
は
ど
の
よ

う
に
聞
い
た
の
か
。 

答 

防
災
公
園
管
理
等
の
計
画

は
、
栗
橋
宿
ふ
れ
あ
い
推
進
協

議
会
、
堤
防
対
策
協
議
会
、
水
防

団
等
と
協
議
し
決
定
し
て
い

る
。
第
１
期
に
整
備
予
定
。 

問 

栗
橋
市
民
プ
ラ
ザ
建
設
予
定

の
コ
ミ
セ
ン
と
比
較
し
て
ど
の

よ
う
な
施
設
と
な
る
の
か
。 

答 

栗
橋
市
民
プ
ラ
ザ
の
面
積
は

1
,200

㎡
程
度
。防
災
公
園
管
理

棟
の
面
積
は
約1,

121

㎡
。
会

議
室
６
室
、
多
目
的
室
２
室
、
和

室
を
２
室
、
事
務
室
等
を
予
定
。 

問 

現
在
コ
ミ
セ
ン
を
利
用
す
る

方
は
自
転
車
の
方
が
多
い
。
建
設

予
定
地
の
防
災
公
園
は
、
栗
橋
地

区
の
一
番
東
に
位
置
し
、
高
い
場

所
に
あ
る
。
高
齢
者
が
出
か
け
る

の
は
容
易
で
は
な
い
。
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。 

答 

施
設
へ
の
交
通
手
段
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
り
、
デ
マ
ン
ド
交
通

(

く
き
ま
る)

を
利
用
で
き
る
よ
う 

 

乗
降
ポ
イ
ン
ト
を
設
定
す
る
。 

市
全
体
の
公
共
交
通
を
見
直
す
中

で
、
公
共
施
設
の
利
用
環
境
整
備

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。 

問 

防
災
管
理
棟
完
成
後
、
検
証
し

た
上
改
め
て
検
討
を
。 

答 

転
換
は
し
な
い
が
、
将
来
的
な

利
用
頻
度
や
社
会
情
勢
が
変
わ

る
。
そ
れ
を
含
め
て
検
討
す
る
。 

除
草
の
苦
情
を
な
く
す
計
画
を

立
て
予
算
を
確
保
す
べ
き 

問 

R4
年
度
、
除
草
の
苦
情
223
件
。

苦
情
に
対
し
て
ど
ん
な
対
応
を
。 

答 

繁
茂
状
況
や
安
全
性
を
確
認
し

適
宜
実
施
し
て
い
る
。 

問 

除
草
の
回
数
、
年
１
回
を
２
回

等
に
増
や
す
予
算
を
確
保
し
、
市

民
の
声
に
応
え
て
い
く
べ
き
。 

答 

埼
玉
県
は
年
２
回
実
施
す
る
が

そ
れ
で
も
苦
情
は
来
る
。
複
数
の

路
線
を
ま
と
め
効
果
を
上
げ
実
施

し
て
い
く
。
２
～
３
年
に
１
回
を

毎
年
や
る
工
夫
を
す
る
。
予
算
増

は
求
め
な
い
。 

問 
市
民
に
は
我
慢
を
強
い
る
答
弁

だ
。
予
算
要
求
し
苦
情
に
応
え
る

べ
き
だ
。 

答 

R5
年
度
は
R4
年
度
よ
り
増
や

し
た
。
全
て
年
２
回
実
施
は
無
理

だ
が
R6
年
度
充
実
で
き
る
よ
う

要
望
し
て
行
く
。 

 

 
鷲
宮
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

「
さ
く
ら
」
を
残
し
て
！ 

議
会
に
出
さ
れ
た
請
願
の
内
容

は
切
実
で
す
。「
当
初
、
市
か
ら
東
鷲

宮
駅
前
に
で
き
る
ス
ー
パ
ー
の
２

階
に
コ
ミ
セ
ン
と
行
政
施
設
を
造

る
。
と
説
明
が
あ
っ
た
が
、
地
元
の

区
長
会
に
も
コ
ミ
協
に
も
、 

さ
く

ら
を
無
く
す
と
い
う
話
は
な
か
っ

た
。
行
政
区
の
集
会
な
ど
が
開
催
で

き
る
の
は
、
さ
く
ら
し
か
な
い
。
代

替
え
は
利
か
な
い
。
と
。 

問 

鷲
宮
の
東
地
域
は
人
口
増
加

で
公
共
施
設
は
不
足
し
て
き
た
。

東
に
コ
ミ
セ
ン
は
１
つ
で
良
い

と
決
め
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。 

答 

有
り
ま
せ
ん
。
市
の
め
や
す
で

あ
り
、
考
え
だ
。 

問 

単
な
る
目
安
を
「
従
う
べ
き
基

準
」
と
す
る
こ
と
は
大
問
題
だ
。 

答 

て
い
ね
い
に
説
明
を
し
て
き

た
の
で
、
理
解
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
思
っ
た
。 

問 

ま
た
、
市
の
公
文
書
（
東
鷲
宮
駅

前
の
開
発
に
国
の
補
助
を
申
請
す

る
た
め
の
開
発
計
画
書
）
に
お
い
て 

            

 

 

東
コ
ミ
セ
ン
さ
く
ら
売
却
で
コ

ミ
セ
ン
が
統
廃
合
・
移
転
す
る
こ

と
に
、
あ
た
か
も
「
市
民
と
市
は
合

意
形
成
し
て
い
る
」
か
の
よ
う
な

記
述
が
あ
る
。
お
ど
ろ
き
だ
。
こ
れ

を
確
認
す
る
と
、
請
願
者
も
「
住
民

合
意
な
ん
て
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

だ
れ
が
合
意
し
て
い
る
と
言
う
の

か
。
市
は
ウ
ソ
を
つ
い
て
は
い
け

な
い
。」
と
明
確
に
答
え
た
。 

（
国
に
対
し
て
も
、
市
民
に
対
し
て
も

ウ
ソ
を
つ
い
て
い
る
。） 

主
張 

地
元
は
合
意
な
ど
し
て
い

な
い
と
明
言
し
て
い
る
。
こ
れ

は
議
会
と
し
て
も
看
過
で
き
な

い
こ
と
だ
。 

答 

間
違
っ
た
こ
と
は
言
っ
て
い

な
い
。
正
し
い
。 

 

学
校
給
食
の
完
全
無
償
化
を 

求
め
る
請
願
に
応
え
よ 

問 

１
万
人
を
超
え
る
署
名
に
込

め
ら
れ
た
市
民
の
思
い
を
ど
う

考
え
る
か
。 

答 

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

よ
う
取
り
組
む
。 

問 

無
償
化
は
い
つ
か
。
今
決
め

れ
ば
来
年
が
可
能
だ
。 

答 

国
が
実
態
調
査
を
す
る
の
で

動
向
を
注
視
す
る
。 

主
張 

国
の
動
向
を
見
る
と
い
う

が
、
座
し
て
見
て
い
る
だ
け
で

は
無
償
化
は
実
現
で
き
な
い
。

今
決
断
す
べ
き
だ
。 

※
こ
の
ほ
か
に
「
各
小
中
学
校
の

法
定
検
査
実
施
と
早
期
の
改
修
」 

「
鷲
中
横
の
道
路
の
補
修
」
を 

も
と
め
ま
し
た
。 

  

 地元に愛されている東コミュニテ

ィセンター（さくら） 

 

ことしも、市民の願い実現で直球勝負だ！ 


